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二 つの交流

信 州大学 大学院 人文科 学研究科1年 城間友美(言 語文化 専攻)

 韓国 、そ してカ トリック大学校へ の訪 問は今 回で4度 目となる。今年 の9月 には 「イ ン

ターンシ ップ海外 日本 語教育 実習」の実習生 として1ヶ 月間カ トリック大学校 でお世話に

なった。実習 を終 えて帰国 してか ら3週 間後の韓国言語文化研修旅行 を、私 は今 まで韓国

を訪れ た中で一番 心待 ちに していた。

 今 回の交流 の 目標 と して、 「心 を開い て礼 を尽 くす 」 とい う全 体の 目標 とは別 に、私 自

身には二つの 目標 があ った。一 っ 目は同世代の若者同 士 としてカ トリック大 学校 の学生 と

日常生活 を共 に し、楽 しく交流す る とい う日常的な交流で あった。イ ンター ンシ ップ海外

日本語教 育実 習 の期 間 中 は教 育実 習生 とい う立場 でカ トリック大 生 の皆 さん と接 してい

たのだが、実 は 「教師」 とい う役 目と 「学生」で ある 自分 自身 のバ ランスを取 ることが と

て も難 し くて、最初 の頃 は学生 の皆 さん とろ くに会話 を交 わす こともできな かったのだ。

何 か話 したい こ とがあ って も、 「この話題 は教 師 と して適切 なのだ ろ うか、 この言 葉は 日

本語 教師 として ど うだ ろ う?」 と躊躇 して しまい、話 をす る機 会 を逃 して しまっていた。

教育実習生生活 も後半に なれ ば学生 との会話 も自然 に増 えていったが 、もっ と話 を したい

と思 う頃には帰 国 しな けれ ばな らなかった。 この よ うな不完全燃焼 があ ったた めに、今度

カ トリック大 学校 を訪れ た ときにはよ り多 くの学生 と話を しよ うと思 ったので ある。本研

修 旅行 では、学 生代表 をは じめ とす る積極的 なカ トリック大生のおか げで よ り多 くの学生

と話 をす るこ とがで きた。特 に嬉 しかったのは、 目本 語 を学び始 めたばか りの1年 生 が勇

気 をだ して交 流会に参加 して くれ た ことであ る。 も どか しそ うに、それ で も必死 に自分の

気持 ちを 日本 語で伝 えよ うと して くれ る彼 ら、彼 女 らに胸 が熱 くなった。

 二っ 目の 目標 はカ トリック大生 と日常的 な交流 を越 えた もっ と深 い とこ ろにあ る言 わ

ば精神 的な交流 で ある。 何度 か交流 を行 ううちに、 「韓 国やカ トリック大学 の友達 は好 き
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だが、ただ楽 しいだけ の交流 だ けで よいのだ ろ うか。」 とい う疑問が生 まれ てきた。 幸運

にも今年 はカ トリック大学校 の 中野敦先生か ら 「韓 目親善友好 のために何 が でき るか」 と

い うテーマで カ トリック大 生 と信 大生の討論会 を設 けて くだ さる との 申 し出が あった。カ

トリック大の4年 生 以上 と信大 の4年 以上 の学生 が 日本 ・韓国 とい う国の 問題について考

え、また国 とい う概念 を越 えて 自分達の意見 を交 しあった。私 はプラス、マイナ ス両方を

含 めた複雑 な気持 ち を正 直に伝 えたい と思 った。 カ トリック大生 もそれ に応 えて くれた。

普段 は冗談 を言 って楽 しい話題 ばか りだ った友人達 と、互いに心の中 を垣 間見 るこ とがで

き、真 の交流 に一歩 近づ くこ とがで きた よ うに思 う。 日韓(韓 日)間の距離 は近 くなったの

だろ うか。今 はまだ 目には見 えない ことのほ うが多いの か もしれ ないが、今 回の討論会の

中で出て きた カ トリック大生 の 「私は民間外 交官に な りたい。」 とい う言 葉 が今 も心に残

ってい る。

 今 回の交流期 間は、私 自身に とって 日本語教 育 とい う観 点か らも とても有 意義 なもので

あった。 多 くの 日本語 を学ぶ カ トリック大生 と接触 す る ことに よ り、例 えば 日本語 を学び

は じめて 日本 人 と話 を した こ とが ない1年 生 には1年 生が わかる よ うな 日本語 を、留学経

験 があ り日本語 での会話 に慣れた4年 生に はよ り自然 な 目本語 を とい うふ うに、相 手に応

じて 目本語 をコ ン トmル す る練 習が できた。 また 、カ トリック大 学校 の 日語 ・日本文化

の授 業 を見学 ・実習す る こ とに よ り日本語 を学ぶ学習者 が どの よ うな人で 、 どの よ うなこ

とを考 え、そ して どの よ うな授業 を受 けているのか とい った海外 にお ける 日本語学習者の

実態 を知 る機 会に恵 まれ た。 日本 語教育学専攻生 に とっては、よい刺激 にな った のではな

いカaと,思う。

 今回 の韓国言語 文化研 修旅行 は、 日本語教 育学専攻学 生だ けではな く、他 専攻の先生、

学生 も参加 して くだ さった。国際交流 ・大学間交流 とい う名 にふ さわ しく、交流 の輪が広

がって きてい るこ とを第一回 目か らの参加者 として非常 に嬉 しく思 うとともに、今 後 もこ

の交流 が末永 く続 くこ とを心 か ら期待 したい。最後 に、お世話 にな った姜 先生、李先生 、

中野先生 、市岡先生そ してカ トリック大学校 の学生の皆 さん、引率 して くだ さった沖先生、

潮村 先生 、信 州大学 の学生の皆 さんに心か ら御 礼 を申 し上げたい。

異文化 に接 して 自文 化 を見た

信州大学 人文学部研究 生 中野 真樹(日 本語教育学韓攻)

 私が カ トリック大 学校 を訪れ たの は、今 回で3回 目だった。1回 目の訪 問 は_,111年 の3

月で、私 は2年 生だ った。 この 時は、3泊4日 とい う短 期間の交流だ った が、その 中で、

カ トリック大学校 の学生 と独 立紀念館 を訪れた こ とが忘れ られない。そ して、大変な シ ョ

ックを受 けた私 のそば に常 に寄 り添 い、気遣 って くれ るカ トリック大学校 の友人た ちを忘

れ るこ とはで きない。
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 2回 目の訪問 は去年 の秋 で、私は4年 生になっていた。 この交流 では、 日本語教育実習

とい う機会 を得た。授業作 りの大変 さを身 に しみて感 じた と同時に、同 じだ けの達成感 も

得 られ 、大変 貴重な経験 を させ ていただいた と思 ってい る。実際、不 安 と緊張 を抱 えたま

ま始ま った教 壇実習 だ ったが 、なん とか最後 までや り遂 げ ることがで きた。そ してそ こに

はや は り、カ トリック大学校 の皆 さんのあたたかい眼差 しがあった。

 そ して今年 の秋 、カ トリック大学校への3回 目の訪問が実現 した。今回 は、過 去2回 の

時 とは異 な る要素 が加 わ って いた。男子学 生の参加 が増 えた のだ。また、 日本語教育学専

攻の学生 だけで な く、社 会心理学や東洋 史専攻 の学生 も加 わった。 この よ うに、参加者 の

バ リエー シ ョンが増 え、参加 人数 も去年 の倍 になった。 これは、カ トリック大学校 の学生

に とって、触 れ られ る 日本語 の リソー スが増 えた とい うこ とでもある。 また、両校 の杜会

心理学専攻 同士 で討論 会が行 われ るな ど、専攻 の枠 を越 えての交流 は、大学間 の学術交流

とい う面を よ り充実 した ものへ と発展 させた。

 また、今回 の交流 に参加 して 、新 しい認識 もい くつ か得 られ た。 まず 、言語活動 とは、

私 に とって 「生 きてい る」 とい うこ とととて も近 い ものだ とい う認識 であ る。 それは、カ

トリック大学校 の学生 との交流 の 中で、普段 よ り意識 して ことばを使 うとい う行 為をっづ

けた結果 得 られ た もので ある。私 は、常に言語活動 を行 って いるのだ。 日本 にいれ ばその

よ うな当た り前す ぎ る事実 に気 づ く機 会は あま りない。無意識 にこ とば を使 っている こと

が 多いの だ。 カ トリック大学校 の学生に とって、私 た ち と接 した こ との意 味 のひ とつ は、

教室 の中で学習 した 日本語 を実践で使 う機会 となった ことにある。一方 、私 たち信 州大学

の学 生は、意識的 に 日本語 を使 うとい う経験がで きた。 これ は貴重 な経験 だ。意識 的に 日

本語 を使 うとい うことは、自分 の気 持ち ととことん向 き合 う作業 であ ると思 う。 また、そ

の気持 ち を どの よ うな こ とばで表現す るか とい う選択 の作業で もある。 この よ うに、 こと

ばを意識 的 に使 うとい うことは簡単 なこ とではない。 しか し、それは とて も大切 な ことで

あ ると思 うのだ。 ことば を無意識 に使ってばか りい る と、自分の気持 ちが見 えな くな って

しま う。 自分の気持 ちが 見えないまま、真剣 な態度 で人 と向き合 うこ とはで きない。だか

ら、 こ とば を意識 して使 うとい うこ とは 、「丁寧に生 き ること」や 「真剣 に生 きること」

と深 いっ なが りが ある と思 うの だ。

 では、 自分 の気持 ちや 自分 の考 えを知 るた めには何 をす れ ばよいのだ ろ うか。私 は、二

つの こ とが必要 だ と思 う。まず は、勉強 をす るとい うこ とだ。勉強 をす る とい うことは、

他 の人 の考 え方 を知 り、 その上 で 自分 の考え方 を確 立 してい くとい う作業 であ ると思 う。

自分の気持 ちや考 え とい うもの は、自分 の中でだけ考 えて いてもわかって こない ものなの

だ。そ して 、も う一つ は、常 にア ンテナ を張 ってい る ことだ と思 う。 ほんの小 さな出来事

か らも、 自分 を知 る手 がか りは得 られ ると思 う。

 「貿易 目本 語2」 とい う授業 に参加 させ ていただいた とき、「日韓友好親 善 のために私 た
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ちができ るこ とJと い うテー マでデ ィスカ ッシ ョンを行 った。その 中で、や は り歴史問題

が話題 にのぼ ったが、私 は うろたえ ることはなかっ た。それ は、今 回の訪韓前 に歴史的経

緯 につ いて何冊 か本 を読ん できてお り、自分な りの意 見を持 っていたか らで あ る。そ して、

私が意見 を述べ る際、食 い入 る ように私を見つめ る学生が いた。友達 になろ うと してい る

人だか ら、あえて触れ る ことはないのではないか、 と心の どこかで思 っていた話題 に真剣

に向き合 い、真剣 に議論 がで きた。 それは、緊張感 があ り、 しか しとて も充 実 した時間で

あった。 この よ うな機会 を もっ と持 ちたい と思った。 自分の考 えをもち、それ を相手 に伝

え ることの緊張感 と充実感 は とて も心地 のよい ものだ った。

 今回の交流 で、私 はまた新 たな ことを学ぶ ことが できた。そ して、新 しい出会いがた く

さんあった。その ことに感謝 せず にはい られ ない。 日本語 を学んでい るカ トリック大学校

の学生の皆 さん 、皆 さんが 目本語 を勉強 してい るか ら私 は皆 さん と出会 うこ とがで きま し

た。そ して、気持 ちを伝 え合 うことがで きま した。本 当にあ りが とう。 そ して、 この よ う

な機 会を与 えて くだ さった のは、カ トリック大学校 、信州大学両校の先 生方です。心 よ り

感 謝を申 し上 げます。

韓国研修旅行 を終 えて

信州大学人文学部4年 平野 涼子(日 本語教畜学専攻)

 今年 で2度 目のカ トリック大 学校 への研修旅 行で ある。去年 の研修旅 行 は、ア メ リカ合

衆国での同時多発テ ロや 日韓 の歴 史教科書問題が世 間を賑 わせ ていた時期 であ り、不安を

抱 えなが らの 出発 であ った。しか し、今年は 日韓共催 の ワール ド杯 直後 とい うこ ともあ り、

日本国民の韓国へ の関心が非 常 に高 まってい る時期 であった。また、今年 は 目本語教育学

専攻の学生以外 に も、社会心 理学 の潮 村先生 をは じめ とす る他専攻 の方 が5名 加 わった。

そ して何 よ りも今年 は男子学 生が3名 も参加 し、バ ラエテ ィーあふれ る韓国研修 団 となっ

た。

 まず 、私 が研 修旅 行 を振 り返 って思い出す こととい えば 、カ トリック大学校 の皆 さんの

笑顔 であ る。仁川空港 の出迎 えか ら見送 りまで彼 らの顔 か ら笑顔 が消 えるこ とは ほとん ど

なかった。笑顔 とい うものが こんなに も人を和ませ て くれて、お互 いの距離 を縮 めて くれ

るものだ とい うことを感 じた。

 自由行動 で ソウル の街 をパ ー トナー と一緒 にい ろい ろ と歩 き廻 った ときもそ こで出会

った韓 国の人 々はみ んな笑顔 で あった。そん な彼 らの笑顔 のおかげで私 は 自然 と心 を開い

て交流 をす るこ とが出来た。

 先に も述べ たが、今年 はバ ラエテ ィーあふれ る韓国研修団 だった。それ を一番感 じたの

は、2年 生 と4年 生以 上の フ リー トーキ ングの実習で ある。 この実習 に4年 生以上 の学生

がア ドバイザー として参加す るこ とを私 は非 常に不 安 に感 じていた。 フ リー トー キングな
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の でカ トリック大学校 の学生 と楽 しくお しゃべ りをす る気持 ちで参加 す るよ うに2年 生 に

は言 った ものの 、何 人 かのカ トリック大学校 の学 生の前で、あ る題材 にっい て分 か りやす

い 日本語 で話 が 出来 るだ ろ うか とい う心配が あった。 しか し、出発 前 にフ リー トーキ ング

で使 う題材 の打 ち合 わせ を2年 生一 人ず つ と行 った とき私 の不安 は消えた。2年 生全 員が、

題材 をい くつ も用意 して きて その どれ もが本 当に 一人一 人のカ ラーが 出たす ば らしい も

のだった か らだ。実 習 当 日も、2年 生はカ トリック大学校 の学 生一人一人 と話す よ うに、

ゆっ くりと相 手 の 霞を見 なが らとて も楽 しそ うに フ リー トーキン グを行 っていた。

 今回の研修 旅行 では、私は2、3年 生 か らた くさん の刺激 をもらった よ うに思 う。学年 、

男女、専攻 の違 う学 生 が様 々にい る とい うこ とは、カ トリック大学校 の学生 の皆 さんにも

いいこ とだ と思 うし、 日本人学生側 として も様 々な分野の人た ち と会 話 し、考えに触れ る

機会 があるの で非 常にい いこ とでは ないだ ろ うか。

 実習後 、 中野敦先生 か ら頂 い た指 導で 「楽 しいだけで終 わ らせ て はいけな い。」 とい う

言葉 があった。帰国 してその言葉 の意味を改めて感 じている。今回の研修旅 行は、旅行 で

はない、研修 旅行 なのだ。ただ の旅行 な ら楽 しいだけで終 わって充分 だろ う。 しか し、大

学 のプログ ラムの一 つで ある以上、研 修旅行は何 らか の研 究に使 えて こそ意 味あ るものの

よ うに思 う。 カ トリック大学校で 日本語 を学ぶ学 生に とって信州大学 の学生は、生の教材

である。カ トリック大学校 の 日本語 を学習す る皆 さんに、 日本語 を向上 させ る よ うな動機

付 けを してあ げ ることが重要 で ある。 日本 に留学 しない学生 に とっては、教 室で習った 日

本語 が実際に 日本 人 と交流す る場面 で、使 用 し交流で きた とい うこ とは、今 後の 日本語を

学ぶ学習意欲 に大き く影響す るので はない だろ うか。そ して、私たち 日本人 学生 も今回の

経験 か ら得 た ものをそれ ぞれ の研 究分野で生 か してい くことが必要だ ろ う。

 カ トリック大 学校 と信州大 学の交流 は、 これ か らも続 いてい くだろ う。 これ までの交流

での経験 が蓄積 され て今後 の交流へ と繋が ってい き、少 しで も多 くの 日韓 の学生が顔の見

え る交流 を していって ほ しい と思 う。

 最後にな ったが、カ トリック大学へ の研修旅行 の機会 を与 えて くだ さった姜先生 をは じ

め とす るカ トリック大学 校の先生方 、学生 の皆 さん、信州大学 の沖先 生、潮 村先生 に感謝

してお ります。

再会 と新 しい出会 い

信州大学人文 学部4年 三間美奈子 個 本語教 育学 馨攻)

1. は じめ に

 昨年に続 き私 に とって は2回 目の韓国カ トリック大学校 訪問で ある。再会 と ともに新 し

い 出合い、発 見が あった。印象 に残 った ことを以下に述べ たい。
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2. 実習 「フ リー トーキ ング」

 2年 と4年 以上 は、 「中級 日語会話2」 の時間 をお借 りしフ リー トー キングを行 った。

私た ち4年 は、昨年 も同 じ実習 を行 っていた ため、そ の先 入観 で、準備 のほ とん どはメイ

ンの2年 生 の指 導 を していた。直前 に、授業 時間全て を任せていただ け ることがわか り、

急いで授業案作 りを行 った。 そのため、昨年 のスタイル をほぼ踏襲す る形 にな って しまっ

た。 もっ と、実習 に対す る意識 を高めていれば、早 めの 自主的な行動 に出 られ た であろ う

し、授業 内容や組 立て に工夫が できた 、 と反省 してい る。

 4年 の担 当は、進行 と全 体 の統括 であった。 導入 部に一番気 を遣い 、授 業の内容 をはっ

き り示す ことと興味 を持 って も らうこ とを念頭 に置 き、こ とばを選ん だ。授 業で はあるが、

堅苦 しくな らない よ うに も心が けた。 フ リー トーキ ングは、2年 と研 究生 ・院 生 が行 った

が、私 のサポー トが入 る余地 もない位 盛 り上が って いた。若者文化や大 学生活 、伝統文化

な ど、個性 を生 か しバ ラエテ ィーに富んだ内容で、カ トリック大の皆 さん も身 を乗 り出 し

て聞いて いたのが印象的 であ った。

3. 交流

 昨年知 り合 った人 と再会 出来 たのは、この訪問の大 きな喜びであった。昨年 のパー トナ

ーは東京 に留 学 中で あったが、 一緒 に 自由行 動を した人 な どが顔 を出 して くれた。

 今年のパー トナー は私 と同 じ4年 生 で、就職 の話 な どを した。就職活動 は4年 の後期、

ち ょ うど私 たちが訪問 した頃か ら始 まる ことや 、空港 な どで働 くには身長 が163セ ンチ以

上な くて はな らない(私 には と うてい無理)な ど、 とて も興 味深 かった。 また、韓国で は休

学 を して就職 のた めの勉 強な どをす る人が多 く、 日韓 の大 学生事情 の違い に驚 いた。 自由

行動で は、昨年 と趣 を変 えて、現代 韓国の若者文化 に触れ よ うと思い、パ ー トナ ーにお願

い した。城 間 さん とそ のパー トナー と4人 で まわった。パー トナーが普段 よく行 く所 に連

れてい って もらい、一緒 に買い物な どを楽 しん だ。ホー ムステイ先 では、夕飯 はサムゲタ

ン、朝食 にかぼちゃのお かゆ と、どれ も手の込んだ料理 を用意 していただい た。 とてもお

い しか ったが、私は一度 にた く さん食べ られ ないので、申 し訳な く思った。夜 は仕事 でお

疲れ なの に、お父 さんが夜景 を見に ドライブ に連れ ていって くれ 、翌 日はチムチバ ンへお

母 さん も一緒 に行 って くだ さった。家族 みんなの もてな しが温 か く、本 当に感 謝 してい る。

 研修院 な どで行 われ た交流 は、ゲームや 日韓 文化 の意見 交換 な どのプ ログラムが用意 さ

れて いた。今年 は両校 とも男子 学生の参加 が あった。またカ トリック大か らは1年 生も参

加 して くれ 、信 大か らは社 会心理学の学生 も参加 して、個 性豊かな交流が できた。かな り

の大所帯 で全員 との交流 は難 しく思えたが、ゲームな どの作業 を通 して 自然 にみ んな と顔

見知 りになれた。1年 生は まだ 日本 語がほ とん ど話せ ないが、ゲー ムで活躍 してお り楽 し

か った。
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4.今 後の 甕流へ 向 けて

 今年 は、二つの実習 に加 え信大 主催 の交流ゲームが行 われ た。事務 手続 きか ら交流ゲー

ムの準備 まで、メイ ンの3年 生 は本 当に大変だ った と思 う。昨年経 験者 であ る私た ちのバ

ックア ップ不足 もあ り、 申 し訳 な く思ってい る。私 た ち信大側 も大変 だった よ うに、カ ト

リック大 の皆 さんは もっ と大変で あった はずで ある。現地 に行 って か らは、な るべ く協力

しようと心が けた。 もてな しを受 ける側 は、快 くそれ を受 け取 るこ とも大切 だが 、それな

りにお手伝 い できる こ とはあ るはずで ある。交流 会の準備 ・片づけ、研 修院 のそ うじなど、

自主的に信 大側 でで きるこ とを今年以上 に考 えて続 けていって欲 しい。また、交換留学生

として今後信 大 に来た り、 日本 に留学 に来た時 は、お 返 しす るよい機 会 であ る。

 4年 とい う事で カ トリック大 を訪問す るこ とは今回 が最後 になった。昨年 は 日本語 に自

信 がなかった ので、手紙(メ ール)が 書 けなか った とい う友達か ら、今 年 は早速 手紙が来た。

今度 は個 人的 な交 流 を続 けてい きたい。

 この よ うな機会 を与 えて くだ さった 、カ トリック大 学校 の諸先生 方、学生の皆 さん、ま

た信 大 ・沖先生 、潮 村先生 に この場 をお借 りして御礼 申 し上げます。

文化 器ξ流 とは人 と人 との炎 流で ある

信 州大学 人文学部3年 大 内佳 苗(日 本語教育学専攻)

 「韓国文化 を五感 で体験 す るこ と」 とい うこ とが今 回の韓国言語研修旅行 の個人 目標で

あった。 また 、全体 目標 はr心 をひ らいて、礼 をつ く し交流す る1で あった。韓国へ旅立

つ前、この2つ の 目標 を どれだ け達成す るこ とができ るか とい うことが不安 で もある と同

時に楽 しみで もあった。

 10月20日 夜 、仁川 空港 に到着 した。 初めて来た韓 国。街並み、周 りの風 景 は さほ ど日

本 とは変わ りはない と感 じたが、あ らゆる ところにあふれ るハ ングル を 目に して徐 々に韓

国に来たのだ とい う実感 がわいて きた。そ して この 日初 めて カ トリック大学 の学生達 と会

ったのだが、学生達 の明 る さと親 しみや す さに非常に驚 き、それまで緊張 していた気持 ち

が和 らいだ こ とが大変印 象的で ある。

 10月21日 、この 日は ス ピーチ コンテ ス トが あ り、夜 は歓 迎会 が開かれた。 ス ピーチコ

ンテ ス トで は、カ トリック大学 の学生達 の高い 日本語能 力に圧倒 された。 さ らにス ピーチ

内容 も韓国 の学生の様 々な主張 を聞 くことのでき る興 味深い 内容 ばか りであ った。その 中

で も 「愛 を知れ ば人生 が わか る。」 とい う言 葉が今で も鮮 明 に覚 えてい るほ ど印象 に残 っ

てい る。 日本語 を母語 としてい る私 で もこれ まで耳に したこ とのない 日本語 の文章 であっ

た。歓迎会 で は、カ トリック大学の学生 達 と初 めて交流す るこ とがで きた。 日本 の音楽 、

映画 、 ドラマ に 日本人以 上 に詳 しい学生 がいるな ど色 々な学 生 と話す ことので きた とても

有意義 な時 間で あった。
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 10月22日 には、韓国語講座 と日本語授業見学があった。日本語授業見学では、中野先

生の 「中級 日本語会話2」 と市岡先生の 「現代 日本人の生活 と日本大衆文化」を見学させ

ていただいた。 これまで本の中で しか知ることのできなかった 日本語教育を、海外でかっ

自分のこの目で見ることができた。学生が生き生きとしている授業であると感 じたが、こ

のように学生にとって魅力ある授業 とするためにはどれほどの事前準備や経験が必要な

のであろ うかと思い、β本語教師とい う仕事への興味がこれまで以上に増 した。

 10月23日 は、市内見学、ホームステイがあった。ホームステイ先の学生にソウル市内

を案内してもらい歴史的建造物や韓国若者文化 に触れることができた。案内 してもらって

いる間彼女 といろいろなことを話 したが、韓国の学生の関心事も日本の学生の関心事とほ

ぼ同じように感 じ、親近感がわき何故か心強 く感 じたのを覚えている。ホームステイ先の

御両親にも温か く歓迎 していただいた。御両親 との別れの時、感謝の気持ちを伝えようと

思ったのだが、ひたす ら 「カムサハムニダ」一語の連呼になってしまい、韓国語がもっと

話せたらと大変歯がゆい思いを した。

 10月24日 は、 日本語教育実習 「松本 ・信州大学紹介」があった。韓国に旅立つ前から

準備を重ね実習直前まで打ち合わせをしていたため、大変緊張 した気持ちで臨んだ。実習

は、信州大学の学生 とカ トリック大学の学生の多くの質問によって大変活気のある授業に

なることができた。

 10月25目 は、カ トリック大学の学生たちによる日本語演劇発表会があり、夜は送別会

が開かれた。 日本語演劇発表会では 「新ももたろう」 と題 して日本の昔話 「ももたろ う」

を現代化 し、笑いを取 り入れた内容 となっていた。 日本語の上手さはもちろん、「笑い」

を時折感 じることのできる劇に終始夢中になって しまった。後からカ トリック大学の学生

から聞いたのだが、この演劇発表のため夏から準備や練習を始めていたとい うことを知 り

非常に感動 して しまった。自分だった ら韓国語の劇 をこれほど上手に制作 し成 し遂げるこ

とができるだろうかと自問 自答 し、カ トリック大学の学生達の 日本語能力 と団結力にあら

ためて脱帽 した。夜は送別会が開かれた。約1週 間で随分仲良くなることのできたカ トリ

ック大学の学生達 といろいろな話をした りし、最後の夜を遅くまで楽 しんだ。

 10月26日 、早朝にカ トリック大学を発ち、昼頃に名古屋空港に到着 した。久々の 日本

の街並みに少々の感激 と韓国を離れた寂 しさを感 じたのを覚えている。

 韓国で過 ごした1週 間は、言葉では言い尽くせないほど多くの経験 を得ることができた。

韓国を発つ前に立てた二つの目標は達成することができただろうか。個人 目標 も全体 目標

も達成できたよ うに思 う。韓国の学生 との交流を通 して生きた韓国文化をか らだ全体で感

じることができ、交流 した多 くの人たちに心を開き、礼をつくすことを心がけることがで

きた。 しか し二つの 目標は、この研修で出会った全ての人々のカな しでは到底達成できな

かったことである。また、事前に 目標を立てるということがこの研修を大変実 り多いもの
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と して くれた。私 に とって今回 の韓国言語研修 は人 と人 との出会 いの尊 さ、人は 自分一人

の力のみで生 きてい るの ではない とい うこ とを実感す るこ とので きた意義 の ある1週 間で

あった。

韓国で得た こ と

信州大学人文学 部3年 門脇恵利子(日 本語教育 学専攻)

 _11_.年10月20日 、昨年 に比べて約1週 間早 い今 年の韓国訪問、私 に とっては再会の

喜び と新 しい出会いへ の期 待に胸 を膨 らませ た出発 で あった。準備 に追 われ 空欄だ った私

の 日記 には 、2週 間ぶ りの コメ ン トと して次 のよ うに書かれていた。「い よい よ出発。後は

行 くだ けだ と思 った らや っ と実感 が湧 いてきた。これ か ら1週 間私は韓 国で何 を見 て何 を

得て くるのだ ろ う。 ここか らは私 自身 との勝負 だ。 これ を越 えた ら、 どうかわ って い くの

だ ろ う。」 と。 この こ とは韓国で過 ごした1週 間に、 この時私が想像 していた以上 に私 自

身 に大 き く関わ った問題 となった。交流 を通 して得た こ とと、実習か ら得 た ことのそれぞ

れ について以 下に述べ てい く。

 今 回の交流 の大 きな 目標 と して昨年 に引き続 き、 「心 を開いて礼 を尽 く して」 とい うこ

とを持 って いた。昨年 の経験か ら得 た ことを少 しで も今年 の交流 に生 か してみ よ うと思 っ

てい た。 この点 に関 して は 自分 で も 目標 を達成 できた のではないか と思 って い る。 自分 を

出す とい うこ とは、正直私 に とっては とて も勇気のい る ことだったが、その勇気 を出す こ

とで何十倍 もの勇気 を相 手か ら受 け取った。1週 間 とい う短 い期間の 中で、「また必ず会お

う」 と心か ら言 いあ うこ とので きる相手 になれ た とい うこ とは、なん といって もこの事 が

あったか らであ ろ うと思 う。

 今年 の市 内見学 は私 とパー トナ ーの二人で行 った。パ ー トナーのジ ョン ・ビョン ヒさん

は一年生だ とい うに も関わ らず 、とて も 日本語 が上手 だった。特 に忘れ られ ない思 い出の

!つ に二人 で 日本 の映画 を見 た とい うことが ある。韓 国で 目本の映 画をハ ングル の字幕 で

見 る とい うのは(と い って も私 はハ ングル を読 んで観 ていたわ けでは ないのだが)と て も

奇妙 な感 じが した が、時々館 内に響 く笑い声はなんだか とて も心地 良か った。

 彼 女 とはい ろん な ことを話 した。私が母語で ある 日本 語 をなぜ勉 強 してい るのか、彼女

はなぜ外 国語 として勉 強す る もの に 日本語 を選ん だか。 この ことによって私 は 自分 自身の

勉 強の必要性 を今 まで以上 に強 く感 じた。いや 、それ よ りももっ と日本語につ いて知 りた

い とい う自分 自身 の興味 として の意欲 に火がつ いた とい ったほ うがいい のか も しれ ない。

ビ ョンヒとの会話 はそん なこ とを私 に気付かせて くれ た。 ビ ョン ヒの家にホー ムステイ さ

せ ていただ くこ とが決ま ったのは ステイ前 日のこ とだったのだが、皆 さん とて も温か く迎

えて くだ さった。後 で聞 くと妹 さんは大学入試 の直前だ った らしい。そん な大 変な時期 に

受け入れて くだ さった こ とを心か ら感謝 したい。
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 実習についてはビデオを使 って行ったのだが、反省点はいろいろ出て くるもののやって

みて本当によかった と思 う。やってみなければ分か らなかったことが本当にたくさんあっ

た。どんなに準備 していっても十分 とい うことは本 当にありえないということを痛感 した。

思いがけない質問にあせった りしたこともあったが、とても楽しかった。ビデオ実習に関

しても韓国からア ドバイスを送って下さった市岡先生、相談に乗ってくだ さった先輩方、

蹟 きなが らも一緒に頑張 った 日本語教育の3年 生みんなの協力があったか らこそできたの

だと思っている。ここでの反省点を忘れずに必ず次に繋げていこうと思 う。来年4月 か ら

始まる信州大学での実習が楽 しみになってきている今 日この頃である。

 今年もこの研修旅行に参加す ることができてよかったと心か ら思 う。今回の研修では、

自分で見えているつも りで見えていなかった多くの部分に気付かされた。訪問初 日の日記

に書いていた、私が越えなければならなかったものが何か、やっと少 しだけ見えてきた。

変わっていく自分以上に、変わらなければいけない自分を見つけた。

 最後に私たちを温か く迎え入れて下さった姜先生、李先生、中野先生、市岡先生、そ し

て どんな時 にも笑顔を絶や さず私たちを気遣って くれた学生代表の皆 さんをは じめカ ト

リック大学校の皆 さん、このような体験を今年もさせてくださった沖先生、いろいろな刺

激 をくださった潮村先生 をはじめとす る社会心理専攻の学生 さん、日本での実習準備の段

階か ら常に相談やア ドバイスをしてくださった先輩方、支えて くれた友人に心か ら感謝 し

たい。本当にありがとうございま した。

韓国研修旅行を通 して得たかけがえのない財産

信州大学人文学部3年 進藤みの り(日本語教育学奪攻)

 今回私は、この韓国研修旅行に参加することで初めて韓国を訪れる機会に恵まれた。以

前から韓国について、私がチューターをしているカ トリック大学校の留学生から様々な話

を聞いていたので とても興味を持ってお り、一度は訪れてみたいと思っていた。 しかし、

この研修旅行はただの旅行 とは異な り、学生同士で文化的、学術的な交流をするという非

常に大きな意味をもつ ものであった。

 仁川国際空港に到着 した ときにゲー トの向こうに垂れ幕を持ったカ トリック大学校の

生徒が見えた とき、緊張 と期待で胸がいっぱいになった。はじめてみる韓国の町並みは、

今まで自分があたりまえだと思っていた景色 と全 く異なっていた。当然だが看板や標識は

ハングルで書かれていてわからないし、韓国では車が右側を走ることも初 めて知った。飛

行機でたった1時 間40分 と、 日本 ととても近い国ではあるがやは り韓国は外国であるこ

とを改めて実感 した。また、到着 したカ トリック大学校は私の想像をはるかに越 える大き

さと美 しさで、とても驚いた。 これからこの場所で1週 間の研修が始まると思 うと少 し興

奮 した。研修院では、多くのカ トリック大学生が私たち信州大学生を迎えてくれた。その
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中に私のパー トナーとなる韓慶愛 さんがいた。は じめはたくさんの韓国の学生に囲まれて

緊張 して しまい打ち解けられずにいた私に気を使って くれ、うまくみんなの輪の中に入れ

るようにしてくれたのが彼女であった。この研修旅行で私にとって最も大きな財産 となっ

たのが、彼女をはじめとするカ トリック大学生との出会いであった。彼女達 と出会ったこ

とで、今まで異文化であった韓国を様々な視点からとらえることができ、身近に感 じるこ

とができた。例 えば、韓国の携帯電話は、液晶画面のアンテナの本数が6本 もあることや、

韓国のカラオケには 日本の歌が とても多く入っていること、日本の漫画や映画は韓国でも

人気のあるものが多いことなど、日本にいては知 りようもない韓国の様子をたくさん知る

ことができた。私は顔愛 さんのお宅にホームステイ させていただくことになっていたのだ

が、顔愛 さんの親友であ り、今回ずっと一緒に行動 してきた崔有繕 さんが一人暮 らしをし

ているとい うので有繕 さんのお宅にお邪魔することになった。韓国では大学生の一人暮 ら

しは少ないと聞いていたので、有繕 さんの一人暮 らしの様子を見せてもらえたのはとても

貴重な体験だった といえる。彼女達と過ごした時間は驚きと発見、そ して笑いにあふれて

いた。

 また、今回私達は貴重な授業時間をお借 りして日本語教育実習をさせていただ くとい う

機会に恵まれた。その中で私たち学部3年 生は、信州の学生生活をビデオ教材を用いて紹

介 した。実習に向けては 日本での事前準備の段階か ら困難の連続であった。信州の学生生

活のビデオ紹介は昨年の実習で も行われてお り、昨年 とは異なった視点から教材を用意す

ることが必要であると考えた。そこで私たちは郷土や学校の紹介だけでな く、信州大学生

の一人暮 らしの様子を撮影 した り、カ トリック大学の留学生のインタビューを撮影 した り

と工夫 した。編集の段階でも、 日本の若者に人気のポ ップスをBGMと して入れることで

日本の若者文化を知ってもらお うと考えた。 しかし、教材に力を入れすぎて しまい、授業

時間50分 の うちの36分 がビデオ上映の時間となってしまった。実際、本番の授業のとき

に生徒が教材 について様 々な興味を持ってくれたのだが、それを話 し合 う時間が短かった

ために話が盛 り上がってきた ところで授業時間が終わってしまった。これは反省すべき点

である。今回このように日本語教育実習 とい う大変貴重な体験をさせていただき、本当に

学ぶべきところが多かった。今回学んだこと、反省 したこと、よかったことは今後 日本語

教育に携わっていく中でぜひ とも生か していきたい。

 こ うして韓国研修旅行 は、私に多くのかけがえのない財産を与えて くれた。それはどれ

もこの機会でなければ得ることができなかったものばか りである。人生の中でこ うした機

会はそ う多 くはないと思 う。だからこそ、今回得た様々な知識や経験をこれからの人生に

おいて様々な場面で生か していかなければいけない と思 う。今回このような機会を与えて

くださった諸先生方、お世話になった全ての方々に感謝いた します。本当にありがとうご

ざいま した。

                  141



国際交流を通 して見えた自国

信州大学人文学部3年 鈴江卓馬(日本語教育学専攻)

 今回の韓国研修は1週 間と短い期間ではあったが、色々なことを体験 したり考えた りす

ることができた。その中で最初 に触れておきたいのは、研修前に目標 として挙げていた 「自

国の文化 ・言語の再認識」である。普段は自分の身近にあるために深 く考えようとは しな

い自国の文化 ・言語を他国の人達 と関わる中で再認識することができるのではないか、と

い うのが研修出発前の予想であった。これまでにも何度か韓国を訪れたことがあったが、

その時にも自分の国とは違った文化を感 じることができた。 しかし、あまり韓国の人達と

話 した りする機会が無かったため、自分の使用する日本語や韓国語について深 く考えるこ

とは無かった。そのため今回の韓国研修では特に、日本語を学んでいる韓国の人達と日本

語で会話をすることができることを楽 しみにしていた。

 実際に韓国に行ってみて日本語を学んでいる韓国の人達と会話することによって、普段

自分が使用 している日本語を意識することができたと思 う。相手がカ トリック大学校の3

年生になるとある程度 日本語を使用す ることができるので、あま り自分の使用する日本語

について深 くは考えようとは しなかった。意識 しすぎて話 しにくくなるようならば、む し

ろいつも通 りの自分で自然に相手に接 しようと心掛けていた。そ うす る事で積極的に相手

と関わることができると思ったからだ。 しか し、カ トリック大学校の2年 生相手にはそう

はいかなかった。相手 と話 していると普段通 りの日本語を使用 したのでは意味を理解 して

もらえない事 も多々あった。そんな時にはどのような表現を使用すれば相手に理解 しても

らえるか、その度に考えなが ら会話 していた。何度 も何度 も自分の 日本語を言い直 してい

く中で、如何に日本語 を外国語 として学んでいる人達と日本語で会話をすべきかについて

強 く意識 させ られた。

 また、どんな時よりも自分の使用 している日本語を意識 させ られたのは、日本語教育実

習 として行った 「信州の学生生活」に関するビデオ発表だった。今回の韓国研修では50

分間の ビデオ発表の時間を頂き、自分たちで一から授業を組み立てるとい う貴重な体験を

させてもらった。僕は幸運にも司会 という重役を担当することができた。相手はカ トリッ

ク大学校の3年 生とい うことで、日本語はある程度理解できると聞か されていた。しかし、

音声だけで相手に自分の言いたいことを伝 えなければならないため、ビデオの中の台詞や

当日に教室で話す台詞はどのようなものが良いのか考えなければならなかった。文が長 く

なって しま う複文はなるべく避け、分かりやす く短い単文 を多くしようと心掛けた。特に

当日の教室で話す台詞は一度迷って しまい更に説明 しようとすると、どんどん難 しい日本

語が口から出てしまい混乱 して しまった。やは り授業を自分たちで作 るとい うことは簡単

なことではない。本番 で上手く話そ うと思ったら、それ以上の練習や細かな授業の計画等

を事前に準備すべきである。ビデオ発表に関しては、単に日本語学習者に声だけで相手に
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自分の言いたいことを明確に伝 えなければならない とい う問題以上に、授業の組み立て方

の難 しさとい う問題 もあった。 このことに関しては今後更に考えてい く必要がある。

 このよ うに今回の韓国研修では自分の使用 している日本語を強く意識す ることができ

たと思 う。この体験はこれから自分が 日本語学習者と関わっていく際に役立つ ものである

が、他にも役立つ体験 をすることができた。それは自分が異文化の中で 「お客様」 として

扱われることである。今回の韓国研修は現地に韓国語 を学びに行ったのではない し、私達

を迎えてくれたカ トリック大学校 の人達は日本語を学んでいたので、日本への留学生たち

が感 じているであろ う異文化の中での疎外感を感 じることは無かった。しか し、異文化の

中で日本語教育の現場 を見学す ることができた り、また自分達が現地で授業を担当させて

もらった りと、異文化の中で学んでいるとい う意識は常に自分の中にあった。そんな緊張

感 を日本に留学してきた人は持 っているに違いない。普段 自分が関わっている留学生と同

じような気持ちを味わえた ことは、これか らの自分の留学生 との付 き合い方のあ り方に対

して大変参考になるものであった。どのようにすれば相手に 「お客様」意識を感 じさせな

いで済むのか、またはどのように扱われ ることを相手が望んでいるのか、というような事

を今後も続 けて考えて行きたい と思う。これは自分で数多く留学生と関わっていく中で実

体験 を通 して考えていかなければならない問題であるので、今後も時間をかけて考えを深

めて行きたいところである。

 これまで述べてきたよ うに、今回の韓国研修ではこのように他国の人間と関わることで

しか得られないような貴重な経験を数多く体験させて もらった。

 だが、今回の韓国研修で一番印象に残 っているのはそんな事ではなく、カ トリック大学

校の人達の温かさである。今回の国際交流に関して事前の準備は勿論のこと、交流中もず

っと僕達の身の回 りの世話を して くれた事。そ して、緊張 していた僕の背中を 「大丈夫だ

よ』って力強 く後押 ししてくれた心優 しい人達の 「ぬ くもり」を僕は一生忘れないだろう。

今回の韓国研修では何よ りも他人 と付き合 う時の、相手に対する心遣いの大切 さを知る事

ができた。 自分の生活にこれ以上役立つことは無いであろう。今回の盛 り沢山な韓国研修

の感想は とにかく 「満足」の一言 に尽きると思 う。最後に、今回の韓国研修で僕を支えて

くれた周囲の皆様に感謝の言葉を申し上げます。本当にありが とうございま した。

韓国で何を得たか

信州大学人文学部3年 福本奈央子(日本語教育学専攻)

 10月20日 か ら10月26日 の 日程で今年もまたカ トリック大学校 との交流が実現するこ

とになった。去年は参加できなかったのだが、今年はゼ ミ長をや らせていただいていると

い うこともあ り、幹事団の一員 として参加することになった。今年は去年 とはまた違 う雰

囲気で社会心理専攻、東洋史専攻の学生も同行することにな り、勉強を追及するというよ
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りはカ トリック大生 との交流 を重視 しよ うとい うことで全体 の流れ を進 めてい った。 しか

しや は りせ っか く日本語教 育 の生 の現場 に行 くわけだか ら、実習や授 業参観 ・参加 の時間

をいただいて 、こち ら側 も準備 してい くことになった。 この準備 に直前ま で追われたため

実感 を伴わ ないまま 出発 日を迎 えた のだが、名古屋 空港行 きのバス に乗 る と除々に興奮 し

てきてがぜ ん楽 しみ になって きた。ゼ ミのみんな と1週 間 も一緒にい られ る し、まだ見た

ことの ない食 べ物や 空気 、韓国 とい う国 に生 きる人 たち と出会 うこ とに興 奮 しては しゃい

で しま った。韓 国のイ ンチ ョン空港 に到着 し、そのま ま高速バ スで ソウル に 向かい、カ ト

リック大 の研修 院 に着 いたの は夜 だった。 しか し、カ トリック大のみ な さんは笑顔で対応

して くだ さって、 これ は私 た ちが滞在 した1週 間 、一 貫 して変わ ることはなかった。

 次の 日か ら様 々なイベ ン トが押 し寄せ てきた。1日 目にはス ピーチ コンテス トが あった

のだが、こ こでは とて も質 の高い 目本 語のス ピーチ を拝聴す る ことができた。学んでい る

言語 を母語 としてい る国に行 けば必要 にせ ま られ て簡 単 に上達す るで あろ う言葉 を、自国、

この場合 は韓 国語 を母 語 と して い る韓 国で ここまで習得 してい るこ とに私 は とて も感 動

した。 カ トリック大生 の勉強 に対す る意欲 に も感 動 し、 とて も得 る ものが あった と思 う。

この 日の夜 にはカ トリック大生主催 の歓迎会 ・ゲー ム大会 があった。温か い歓 迎の言葉 と

一体感 を感 じるこ とのできたゲー ムで大 いに盛 り上が って、 とても楽 しんだ。

 22日 は授業参観 ・授業参加 とい う大 きな、この研修 の 目的で もある予定 が組 まれていた。

初めて 目にす る生 の 日本語 教育 とい う現 場は想像 以 上に大変 な ものなの だ と改 めて感 じ

た。 教 育 とい う面で は小 学校 で教 え よ うが、英 語を教 えよ うが、 「どこで」や 「なにを」

はあま り問題 ではな い と思 う。「いか に」とい うこ とが とて も重要なので はないだ ろ うか。

私 は中野先生 の授 業 を見学 させてい ただいたのだが、い かに生徒 を参加 させ 、わか りやす

く、興 味 を持 ち続 け るよ うに教 えるか、 とい うことを学 ばせ ていただいた よ うに思 う。ま

た私 た ちが見 た現場 とい う表の部分 だけではな く、見 るこ とはで きない裏 の努力が あるの

だ とも感 じ、そ の努 力が とて も大切なのだ と感 じた。また授業参加 で はカ トリック大生の

日本の 大学 生 に対す る六つ のテ ーマ にそ ったイ ン タ ビュー に答 えてい く とい うものだ っ

た。 こ こで も 日本語 を学ぶ 、 日本 につ いて知 る とい うカ トリック大生 の真 面 目な態度に触

れ て刺激 を受 けた。

 23日 は この研修旅 行で 一番 楽 しみ に していた 自由行動 ・ホー ムステイ の 日程が組 まれて

い る日だ。観 光 した ところは どこも興味深 く、 とて も楽 しい ものだったが、私が最 も印象

深 く記憶 して い るこ とは、パ ー トナー の親切 心であ る。 カ トリック大生は いつ も笑顔 で、

準備 が大変 だ った り、自分 た ちの勉強 もあ る中で私 た ちに関す る雑務 に追 われて も疲れた

顔 を見せ る ことはなかった。パー トナー も常 に私 を気遣 い、優 しく私 が楽 しめるよ うに と

気 を配 って くれた。行 った場所 よ り何 よ り人間の温 か さ、親切心 に触れ る ことがで きたの

が、私 は一番 感動 した ことだ った。
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 24日 は作成 した ビデ オを見せ なが ら行 う実習 と、信大側 主催 の交流会が あった。この準

備 に多 くの時間 を費や した ので、どち らも3年 生 を主 にみ んなで協 力 して成功 させ たい と

い う気持 ちが強 くあった。結果 は どち らもなか なか満足 のい くものだ った と思 う。

 この研修 旅行 を通 して 自分 に対 す る反省点がた くさん見つかった。カ トリック大のみん

なには もちろん 、信大 のみん なに も迷 惑 をた くさんか けた。 しか し、将来へ の考 えや、今

の 自分 、国 を越 えた人間 の温 か さに気付 くきっかけにな った。 とて もよい経験が できた と

思 う。 この よ うな機 会 を与 えて くだ さった先生方 に感 謝の気持 ちでい っぱいであ る。ここ

で学 んだ ことや 、気付い たこ とを しっか りと自分 の糧 に して、これ か ら成 長 して いきたい

と思 う。

礼 をつ くす とい うこと

信州 大学 人文学部3年 向出真理 子(日 本語教育学専攻)

 韓 国言語 文化研修 にあた って、 「心 をひ らき、礼 をつ く して交流す るこ と」 とい う全 体

目標 がたて られ た。加 えて、私 は昨年 に続 き二度 目の参加 になるこ とか ら昨年 の経験 と反

省 をふま えて、 「自分 自身の成 長 をみ ること」、「自文化 を客観視 しなが ら異文化 を楽 しむ

こ と」 とい う私 自身の 目標 をたて た。ま た今回 は幹事 を任 され、そ の役割 と責任 を もって

韓国 カ トリック大学校 を訪問 した。

 1週 間 とい う長 くも短 くも感 じた研 修期間の 中で、私 は 自己をみ つめ るこ とが多々あっ

た。それ は 自分が今 どうい う場 にお かれ てい るのか、何 をすべ きなのか 、何 を伝 えたいの

か を考え、またそれ を どうや って伝 えれ ば よいか とい うこ とを、考 え られ るよ うになった

とい うことで ある。昨年パー トナー をは じめ として多 くの学生 と話 を してい る中で 、言 い

た い ことがあ るのに うま く説 明で きない、理解 して もらえていない とい う場 面が あった。

そ こでまず 韓国人学 生に対 して は、簡潔 で わか りやす い 日本語で接 す るこ とを心 がけた。

この点に 関 して は、少 な くとも昨年 に比べて の 自分 の成 長 をみ るこ とが できた といえる。

しか し昨 年 よ り成長 していた い、もっ と使 いたい と思 っていた韓国語 は、まだ まだ勉強 不

足だ とい うこ とを感 じず にはい られなか った。信州 大学側 の参加者 に対 して も、私は幹 事

として伝 える立場 にあった。韓 国 を訪 れ る前か ら先生方 に ご迷惑をおか けす る ことが重な

り、その度 に 自分 と向 き合 った。韓国で は 自分の出す指示 が参加者全 員の行動 につなが る

とい うこ とを考 え ると、次に何 が あるか、自分 はど うすれ ばいいかを 自然 と意識 で きるよ

うになった。大 きな問題 が起 こらなか ったこ とは、 なに よ りであった。

 自己をみつ め ることは同時 に、相 手をみつめ ることにもっ ながった。昨年 の研 修 で、プ

リー トー キング とい うかた ちで 日本語教育実習 の時間 が与 えられ た。多 くの学 生 と接す る

機会 を得 た が、カ トリック大学 校の学生 か らあま り話 を聞 くことがで きなかった とい う反

省 点が あった。特 にまだ 日本語学習 が進 んでいない学生 のグループ では、自己紹 介 と写真

                   145



などを見せ るだけで時間が経って しまった。何か質問がないか、話 したことが理解 されて

いるか といった確認など、こちらか らの働きかけが必要であった。そ して同じ内容を話す

にしても、グループやその日本語能力に合わせた話 し方をもっと意識すべきであった。こ

れ らはすべて相手をよく理解 しようとする配慮が欠けていたためのことである。この反省

をふまえ、今年は 「信州大学 と松本の紹介」の 日本語教育実習に臨んだ。準備の段階から

私を含む3年 生全員が、相手が知 りたいと思っていることは何か、それをどうすればうま

く伝わるかを考えていたように思 う。授業に参加 してくれた学生が真剣にビデオをみて、

わずかな時間の中で も質問 してくれたことが うれ しかった。

 帰国する前日の夜にひ らいていただいた送別会で、私は信州大学の代表 として感想を述

べた。1週 間を振 り返ってみると、ホームステイや韓国語講座、日本語教育実習、目本語

の演劇発表 と今年も本当に楽 しくて、充実 した交流期間であった。 しか し私が何より言い

たいと思っていたことは、カ トリック大学校の先生方 と学生代表のナニョンさん、学生の

皆さんに対す るお礼だった。カ トリック大学校の皆 さんは常に信州大学の学生のことを気

にかけてくれ、笑顔 で私たちのお世話をしてくださった。研修院で朝食をいただ く日に、

私は集合時間より早 く部屋に向かったことがあった。少 しでも手伝えることがあればとい

う気持ちか らであったが、カ トリック大学校の学生の何名かがすでに座布団を用意してく

れているところだった。その上私が手伝お うとす ると、「だい じょうぶ、だい じょうぶ。」

とい う言葉が返ってきた。結局そのあとおにぎりを並べるのを一緒に したが、朝食に限 ら

ずすべての活動の前にもこうや って先回 りをして準備 して くれていたんだなあとい うこ

とに気づき、彼女たちの笑顔に胸がいっぱいになった。 「礼をつ くす」 とい う目標を持っ

ていった私たちは、それ以上に礼をっくされていたのである。礼をつ くす とい うことはま

ず相手を想 うことか ら始まる、 とい うことを私は学んだように思 う。

 最後に私たちを本 当に手厚 く迎え入れてくださった姜先生をは じめとす るカ トリック

大学の先生方 と、学生の皆 さんにあらためて御礼申し上げます。また今回も素晴 らしい機

会を与えて くださった沖先生、あらゆる面でサポー トしてくだ さった潮村先生 と先輩方に

感謝いた します。

韓国での経験から得 られたこと

信州大学人文学部3年 矢嶋鷹子(日 本語教育学専攻)

 昨年1週 間カ トリック大学で過 ごしたことで、韓国は友人の住む近い国であ り、常に意

識するよ うになった。再びカ トリック大学校へ訪問できることは、再会の喜び と新 しい出

会いへの期待で、行く前からとても楽 しみだった。ここでは今回得 られたことを、個人的

に立てた 目標 と全体の感想か ら述べたい。

 今回の研修旅行では、二点を自分 自身の目標 とした。一点 目は多くの人 と触れ合 うとい
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うこ とであ る。実際 に会 って話す とい うことは 、相互理解 のために も大切 なこ とだ。この よ

うな機会 でな けれ ば出会 えなかった方 々と多 く触れ合 いたい と考えた。二点 目は、ホーム

ステイ先 の ご家族 と少 しで も韓 国語 で話す とい うこ とだ。 自分 の言葉 で感 謝 の表現 だけで

も話す こ とで 、少 しで も気持 ち を伝 えよ うと考 えた。

 実 際一点 目は あま り多 くの人 とは関われず 、積極 性が足 りなかっ た と反 省 してい る。し

か し受 身で いな い よ う心 がけた こ とを今回の収穫 と したい。ホームス テイ先 での交流 は、

や は りパー トナー に頼 る部分 が大 きか った。ご家族 の 目を見 て、簡単 で も昨年 よ りは丁寧

に挨拶 を して喜 んで頂 けた よ うだった。韓国語 を さらに勉強 したい とい う気 持 ちへ とつな

がった。

 特 に印象 に残 ってい るのは 日本 語 ス ピーチ コンテ ス トと 日本語に よる演劇 『新 ももたろ

う』で ある。 ス ピーチ コンテス トで は、外国語で のス ピーチ とい うだ けで も難 しい ことだ

と感 じたが、内容 のす ば らしさに感 動 した。将 来に対 しての姿勢 な どで、 自分 と同 じよ う

な ことを考 えて い るとい うこと も面 白く感 じた。 どの方 も構成 が よ くできてお り、考え さ

せ られ るこ とば か りで大 変勉 強 になった。次 に 『新 ももたろ う』 では話 の展 開や演 技が工

夫 され て いて、 心か ら楽 しむ こ とがで きた。セ リフ も聞 き取 りやすか ったの で裏 には大変

な努 力 があ るの だ ろ うと感 じた。自分た ちで脚 本 か ら手 が けた と言 うこ とを聞 き、大変驚

くと共 に 自分 か ら何 で も挑戦 しよ うとす る韓国 の学生 の積 極性 を見習 わな けれ ばな らな

い と感 じた。 歓迎 会や その他 の 準備 を して くれ てい る人 たちが出演 してい るのを見て、自

分は実習やゲ ームの準備 だけで も周 囲に気 が回 らな くなってい るの に、私達 に気 を遣いな

が らの練 習は さぞ大変だ ったで あろ うと自分 の態度 を反省 した。

 実習や信 大 主催 のゲー ムを させて いただ いた ことは、日本語教育 を体 で実感 す るいい機

会だった。実 習 は 日本 での準備 が完 全ではな く、韓国へ行 ってか らも質問 な どを予測 し練

習 した。先輩 方や 先生方 、周囲 に もご迷惑 をお か け し、早 くか らの準備 と周 囲 との協力、 日

本 での模擬 授 業 の必要性 を強 く感 じた。実 習 を実 際や ってみ るこ とで 、授 業 を一つす るま

でのt`備 な どの流 れが少 し見 えただ けでも大 きな収穫 だった。また、 ゲーム に関 しては一

緒 に楽 しむ と言 うこ とを 目的 としてい たので、それは思 った以上に達成 で きた と思 う。皆

楽 しんで くれ てい るよ うに見 え、皆の笑顔 が見 るこ とができて うれ しかった。 日本 語での

説明な ど不 安 は多 くあったが、周 りの 日本人 か らの助 け もあって無事 に終 え ることがで き

たのだ と思 う。

 プ ロの 日本 語の授業 を見学 させ て頂 いたこ とで、生 の 目本語教 育の現場 に触れ 、難 しさ

を感 じた と共 に 自分 の勉 強 して い るこ との面 白 さも改 めて知 った よ うに思 う.普 段学校の

机の上で理解 したつ も りにな っている ことを実際使 用 し、平明な 日本語 で説 明 してみ るこ

とは簡単で はなか った。 まず は分か りやす く 日本語で説 明す るとい うこ とを 目指 し、 さら

に 日本語、目本 語教育 を学ばな けれ ばな らない と実感 した。
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 1週 間 をカ トリック大学 の皆 さん と一緒 に寝泊 りして過 ご したこ とで、細 かい ところま

で気 を配 って頂 いた こ とに感 謝す ると共 に、自分 の至 らな さをつ くづ く反省 して い る。準

備 や片づ けな ど任せ っぱな しに して しまい、そ こか ら一緒 にや るこ とで もっ と交流 もで き、

深 ま ったので はないか と思 う。今度 カ トリック大学の学生 を信 州大学 に受 け入 れ ることが

でき るな らば、精 一杯楽 しんでいた だけるよ う、尽 く したい と思 う。

 最 後 に、今回 この よ うな交流の機会 を与 えて くだ さった先生方に、感謝 を 申 し上 げます。

韓 国言語研修旅行 に参加 して

信 州大学人文学部2年 田 口愛葉(日 本語教育学尊攻)

 以前か ら行 きたい と思 っていた国 の一つ である韓 国に、今回研修旅行 とい う形で訪れ る

ことがで きた。不安 はあ った ものの、カ トリック大学 校の先生方や学生 さんた ちの温かい

歓 迎に よ り不安 はす ぐに期 待へ と変 わった。今 回は 日本語授業見学で実際 の 日本語教育の

現場 を見 させ ていただ き、 とて もいい経験 になった し、 日本語授業参加 で も、む こ うの学

生 さん と楽 しく会話 を しなが ら日本文化 につ いて話す こ とがで き、とて も充実 して いた と

思 う。そ して 、フ リー トーキ ングが あった。

 私 た ち2年 生 の 日本 語教育 実習 と して フ リー トー キン グをや らせ て も ら うことが、今回

私 に とって一番 楽 しみ な ことで あ り、不安な ことで あった。私が フ リー トー キングの材料

と して用意 していった のは、家族の写真、地元 ・岐阜県飛騨地方 のガイ ドブ ック、趣味で

あ るお菓子作 りの本 や 、実 際に 自分で作 った ときの写真 であ る。私 は、用意 した話題 の中

で も一番話 したかった 自分 の趣味 につ いて主に紹介 しよ うと思 ってい たので、あ らか じめ

い くつかの質 問を用意 し話 の途 中で質 問 しよ うと考 えて いたの だが、カ トリック大学校の

学生 さんが予想 以上 に興 味 を示 して くれ て、私 が聞かな くて も どん どん質 問 して くれ たの

で、考 えていた よ り話 が進 めやす か った。授業 の終 わ りに聞い たカ トリック大の学生 さん

の感 想の 中に、私の話 がお も しろか った とい うのが あ り、それが とて も うれ しか った し印

象 的で あった。 与 えられ た時間が1グ ループ につ き10分 だ ったので、 どの話題 も紹介す

ることがで き るだ ろ うと考 えてい たのだが、ゆっ くり話 す こと、分か りやす い 日本語で話

す ことを意識 しなが ら進 めてい った ら、時間が足 りない程 であ った。 自分 がいつ も話 して

い るペー スで大まか な時 間 を配分 していたので、フ リー トーキ ングでは、普 段 自分 が話 し

てい る ときはかな り早 口なん だな とい うことをす ごく感 じた し、分か りやす い 日本語 を選

ぶのに苦労 した りした ことで 、伝 え るとい うことの難 しさを実感 した。

 4日 目の 市内見学 とホー ムステ イは、私が楽 しみ に していた もう1つ の こ とであった。

昼はパー トナ ー と2人 で町 へ出か けてい き、買い物 を した り、私 のお 土産選 び を した りし

て ソウル を思 う存分楽 しむ こ とがで きた。町 を歩い てい ると、私 と同 い年 く らい の女の子

同士が腕 を組 んで歩い てい る姿 が よく目に入 り、日本で はあま り見慣れ ない光景 だけに文
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化 の違 い を感 じた。 そ う感 じた ものの、私 も実 際パ ー トナー と腕 を組 んで歩い ていた し、

全然抵抗 もなか った。 夜 は、早 めにパ ー トナー の家 に帰 り、ご両親 と一緒 に 夕食 を食 べ、

私 が持 ってい った家族 の 写真や 日本で の生活 の写真 を見なが らいろい ろな話 を した。ただ、

私 は全然 韓国語 が話せ な くて、パー トナーに全部 といっていいほ ど通訳 して もらっていた

の で、も うち ょっ と韓 国語が話せ た らな と少 し後悔 した。 また、私 がホー ムステイす る と

い うこ とでパー トナ ーのお姉 さん夫婦 が会い に来て くれ 、ソウル タ ワーに連れ て行って く

だ さり、私 は ソウル の綺 麗 な夜 景を楽 しむ こともで き、貴重な体験だ った。お 兄 さんは韓

国語 の通 じない私 に英 語 で話 しか けて くだ さって、その心遣 いが とて も心 に染 みたのを覚

えている。パー トナー をは じめ、ご家族の方が とて も優 しく接 して くだ さって うれ しかっ

た し、ご家族 の方 とた く さんの時 を過 ご した こ とで韓 国文化 を満 喫で きた よ うに思 うので、

い い体験 がで きた と思 う。

 今 回の研修 旅行 で印象深 かったのは、カ トリック大 の学 生 さんの 日本語 の うま さだった。

人 それぞれ レベル の違 い はある ものの、自分 がかれ これ6年 以上 も勉 強 して きた英語 の力

と比べ て も比べ ものにな らない ほどの うまさだ と感 じた。私のパー トナー は、 目本語 は第

二 専攻 だ と言 っていたが 、 日本語が とて もうま く、それ で も本人 はまだまだ勉 強 したい と

言 っていた。 どの学生 さん もそ うであ ったが、その勉強意欲 には脱帽 した し、ま た、驚い

て ばか りい られ ない と思 わせ て もらった ことをあ りがた く思った。 また、カ トリック大学

校 の先生 方や 学生 さんた ちの心 配 りに は1週 間感謝 しっぱな しだ った。私た ちが韓国での

生活 を快適 に過 ご し、心 ゆ くまで楽 しめたの もすべて あち らの皆 さんのおか げで あると思

っている し、その こ とに心か ら感謝 している。次の 交流は再来年 の予定 だ と聞い たが、そ

の 時も是 非参加 したい と思 うし、また 、今回の研 修旅行 で得 た友達 との交流 を これか らも

絶やす こ とな く続 けてい きたい と思ってい る。

韓 国研修 旅行で得 たもの

信 州大学 人文学部2年 中鵬葉 子(日 本語教育学専攻)

 私 に とって初 めての海外旅行 となった韓国研修は 、本 当にた くさんの経 験 を し、さま ざ

まな収穫 があ った。出発 す る前 は、韓国に行 ってか らのこ とよりも飛行機 が無 事着 くのか

とい うこ とに一番不安 が あった、 とい うのが正直な ところで ある。韓 国に行 ってか らの こ

とにつ いては、 どん な人た ちが 迎えて くれるのだろ うとか 、どんな文化 に出会 うのか、 ど

んな 日本 語教育 実習 にな るのか とい った思い で、た だひたす ら楽 しみだ った。

 韓 国に行 って得 た もの につ いてまず述べてお きた い ことは、多 くの友達や先 生方 との出

会 いにつ いてで あ る。 カ トリック大 に到着 してか ら、カ トリック大の学生 のみな さんや先

生 方が真 っ先 に歓 迎会の よ うな場 を催 して くれ た。楽 しみ に して きた とはい って も、学生

の方 とどれ ぐ らい意思 の疎通が でき るのか とい う点 にっ いてはまった くわか らずにいた。
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今 考え ると、初 めは少 々肩 に力 を入れ て頑張 って会 話 を していたかも しれ ないが 、カ トリ

ック大の学生 さんたち も本 当 に気 さ くに話 して くれ たので、す ぐに普通 の 日本 人の友達 と

変わ らない よ うな会 話が できていた と思 う。特に私 はホームステイを させ ていただいたパ

ー トナーの友達 とは、恋の話 か ら日本 と韓国の関係 史の よ うな話や 韓国文化 の話まで交わ

す ことがで きた。楽 しか った とい うのは もちろんだ が、シ ョックも受 けた し、考 えさせ ら

れ る話 もあった。多 くの学生 の方 と話す 中で、さま ざまな 日本 語能力 の レベル を考慮 しな

が ら話 し、い ろんなジ ャンル の話 を韓国 とい う国 の人 と直接で きた とい う経験 は大 きな収

穫 であった。

 次に、 日本語教 育実習 につい て述べ てお きたい。私た ち2年 生はフ リー トー キ ングとい

う形の授 業 に臨んだ。事 前に先輩方 か らいただいたア ドバイ ス もあ り、また実習 当 日まで

に仲良 くな っていた学生 もいた ので、あま り緊張はせ ず 、とにか く積 極的 に話 してみ よ う

とい う気 持 ちだった。1グ ルー プにつき10分 とい う時間で嵐身地の紹介や家族 の紹介、

大学生活につ いて話 を した。 途 中、 なん とな く聞 いてい る学生の側が 「聞いてい るだ け」

とい う雰 囲気 に なって い ると感 じた ら、 「あなたた ちの場合 は ど う?」 とい うふ うに聞 き

返 した りして みた。両親 の職業 を言 うときに職業名 を言 っただ けでは伝 わ らない グループ

もあ り、理解 しても ら うのに苦労 した とい うこともあった。 また 「眠 い」 と 「眠 たい」の

違 いは何 か と聞かれ て、明 らか に使用す る場 面が違 うとい うこ とは、 自分 の中ではわかっ

てい るの に うま く説 明で きない とい うこ ともあった。全体 と しては楽 しくフ リー トー クが

できた とい う印象 であ り、ま た私に とって も 「平 明な 日本語 でわか りやす く伝 える」 とい

うことを勉 強 できた とい うこ とは貴重 な体験で あった。

 今 回の研 修旅行 を振 り返 ってみて 、反省 点 もい くつ かあ る。 まず、実際 に 目本 語 を勉強

す る韓 国の学生 と話 す 中で、自分の 日本語に関 して説 明す るカが本 当に足 りない ことを痛

感 した。 以前か ら授 業 の中で言 われて きた、 「日本語 を教 え るにはまず 日本語 を知 る」 と

い うことが、 ど うい うことな のか、また どれ ほど大事 な ことな のか とい うこ とを今回知 っ

た気 がす る。日本語 自体 に もっ と関心 を持 ち、細か く知 っていかなければ な らないだ ろ う。

また、旅行 そ の ものに関 してい えぱ、や は り日程 の後半 にな るにつれ て、疲 れ をみせて し

まった。今 思 い返す と、カ トリック大の学 生に 「疲れ ま したか?」 と聞 かれ た こ とが度々

あった。 大丈夫 、 と答 えてい たけれ ど、カ トリック大の方 々も疲れて いる中、最後まで明

るく応 対 して くれ たの に対 して 、申 し訳 なかった と思 う。2年 生 とはい って も、運営の ほ

うは上級生 にまかせ っ き りで、ただ 日程 に沿って 目い っぱい楽 しんできて しま った。それ

もよい こ とだ とは思 うが、今 後 この交流の根 を絶や さない よ うに、 「礼 を尽 く して交流す

る」 とい うこ とを忘れ ない よ うに していきたい。
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 韓国研 修旅行 全体 を通 して、楽 しんで行 って こ られ たのは よかった こ とだ と思 う。今回

つ くった友 達 を大切 に し、新 しく学 んだ こ とや発見 した ことを、今後 の学習 に役 立ててい

きたい。

韓 国研修 で得た ものの 数々

信 州大学人 文学部2年 上 田尚子(社 金 心理学専 攻)

 今 回の韓 国研修 は、私 に とって偶然舞 い込んで きた とて も魅力的 なお話 で した。私 は、

海外旅行 を した事 もない し、外 国人の友達がい るわ けで もな く、 日本 とい う一つの社会か

ら外 に出た こ とがあ りませ ん。 こん なに情報 も行 き交 い、交通 も便利 になった時代 である

のに 自分 の世界の狭 さが もったいないな あ、 といつ も思っていま した。そん な時 に今 回の

お話 があ りま した。個人 的 に旅行 に出かけただけでは このよ うな体験 は絶対 にで きないで

あろ う、 この研修旅行 にぜ ひ参加 させていただ きた い と思いま した。 そ して この素晴 らし

い機会 にぜ ひ 、同年代 の韓国 の子 と日本語 や韓国語 でいろん な話 を した り、観 光 した り、

授業 に出た り して、交流 してい きたい と思いま した。韓国研 修の事 を考 える とす ご く楽 し

み で、胸 が高鳴 ってい ま した。 しか しなが ら、初めて の海外旅行 とい う事 もあ り、初 めて

の異文化交流 とい うこ ともあって、不安 もあ りま した。韓国語 をろくに話せ ない私 で言葉

の壁 は大丈夫 なのだ ろ うか、友達 はできるのだろ うか、1週 間 も向 こ うでや ってい けるの

だろ うか とい う心配 は多 くあ りま した。 しか し、韓 国 に着い た時か らその よ うな不 安 も少

しずつ和 らいでい きま した。

 一番始 めに 、空港で カ トリック大学 のみな さんが 、 「信 州大学 のみ な さん よ うこそ」

と書 かれた垂 れ幕 をもちなが ら、笑顔で迎 え入れて くれ た ことは、か な りの安心 を与えて

くれ ま した。 ご飯 の時や 歓迎会 な どの会が開かれ る とき も、たまた ま隣にな った方 でも皆

フ レン ドリー で、積極 的 に話 しか けて くだ さり、いつ も笑顔 で接 して くだ さいま した。気

さくな方ば か りだ った な あとい う印象 があ ります。 また、信 州大学の私 たち を楽 しませ る

ためにた くさんの企画や もて な しの数 々な どのおかげで、カルチ ャー シ ョックをあま り受

けるこ とな く、馴染 んでい きやす か った よ うに思います。感謝 で胸 がいっぱ いです。

 このよ うな恵 まれ た環 境の 中で多 くの ことを感 じとるこ とが できま した。まず、韓国の

学生 の方 々の 「学習意欲 」につ いて驚か されま した。 日本語教育 を受 けてみ える方 々 との

お話 だった ので、 日本 語 を少 しは話せ るのか なあ程度 に しか思ってなか ったのです が、皆

さん とて も上手で した。 ゆ っく り話せ ば、十分 に意思疎通 が出来るほ どだ ったのです。そ

して、日本語 ス ピーチ コ ンテス トや 日本語演劇や韓 国語講座 は、す ごい とい う一言 で した。

自分 が外国語 で ここまでの ス ピー チや、ここまでの演技がで きるだ ろ うか と考 えてみ ると、

信 じられ ませ ん。学校 を休学 して まで、留学 のためや 日本語上達の ために勉強 な さってい

る方々が多 くい らっ しゃ るよ うで したが、その 「意欲 」は 自分 に欠 けてい る もので あった
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親 への挨拶 を用意 して いて、 うま く言 え るか ど うか不安で したが何 とか伝 えるこ とがで き、

その時は本 当にほ っ として、また嬉 しかったです。 また、私 が 日本 人 とい うこ とで、味噌

汁 を作 って いただいた こ と、手作 りのキムチや の りな どをお土産に持 たせ て下 さったこと

は本 当に感動 しま した。 また、 ヒ ョンジュさん とは恋愛や学校 、友達 の ことな どた くさん

の話がで きま した。また 、韓国 に行 って会いたいです 。

 次に、私が とて も感 動 した出来事 として演劇 「新 ももたろ う」が挙 げ られ ます。一生懸

命 な演技か らは、私 たち を楽 しませ よ うとい う気持 ちがた くさん伝 わ って きて、胸がい っ

ぱい にな りま した。細 か い ところまで準備 が行 き届い ていて 「嬉 しい」、 「あ りが と う」 と

何度 も思い ま した。

 そ して、研修 も終わ りに近づ き、韓国で過 ごす最後 の夜。送別会 も思 い出がい っぱいで

す。中で も、 司会 のユ ・ナ ン ヨン さんが感 動で声をつ ま らせ泣 いて しまった時 に、他のカ

トリック大学 の学生 が 日本語 で 「が んばって。」 と声 をか けた場面 、姜先生 がな ぐ さめて

い らした場 面が印象的 です。 日本人 は感情 を見せ るこ とに臆病 にな ってい て、感 情 を見せ

ることに戸惑 った り、感 情表 現が苦手で あった りす る と思います。 しか し、韓国 では違い

ま した。感情 を上手 く素 直に表現す るこ とが 自然 とで きていて、また、 コ ミュニ ケー シ ョ

ンが とて も友好 的で あ り、かつ 敬意 を払 うことがで きていま した。 このよ うな場面 を 目の

当た りに して、本 当に あたたかい 人たちだな あと感 じま した。そ して、 この送別会 で私た

ちは、た くさん の ことを通 してた くさん の思い 出を作 りま した。私 は この とて も貴重 な出

会い を、今回のみ で終 わ らせず に、彼 らとは今後 も何 らかの形でつ ながっていた い と心か

ら思 っています。今 回は私 たちが韓国へ訪問 しま した が、いっか皆 さんが 日本 に来 られ た

時 は、今度 は私 が皆 さん か らも らった よ うな 「あたた か さ」を伝 えたい と思 います。 その

時 までに、皆 さん と日本 語だ けでな く韓国語 で も会話 で きるよ うに勉 強 したいです。

 最後 に、この よ うなか けがえの ない出会 いを実現 させ ていただいた こ と、本 当に感謝 し

て います。 この貴 重な経 験 を これ か らの私 の人生 に活 か してい きたい と思 います。あ りが

とうございま した。

か けが えのな い経験

信 州大学 人文学部2年 宮脇淳 暢(東 洋史専攻)

 去 る10月20日 か ら26日 の6日 間にわたって渡韓 しての研修 に同行 し、 貴重 な体験 を

させ ていただいた こ とに、また このよ うな機会 を与 えて くだ さった沖先生 、潮村先生そ し

てカ トリック大学 の姜先 生 に感 謝いた します。

 私 が韓 国 を訪問す るのは これ で2回 目とな る。以前 、訪れ た時は 目に映 る ものすべてが

初 めての もので戸 惑いを感 じた り、私の好奇心 を非常 に掻 き立てて くれた りといった感 じ

であった。 そ して、今回 の韓国研修 であ る。 これ は、先 ほ どの もの とは大 き く性 格 を異に
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す るもの であ り、特 に同 じ大 学生 との交流 に主眼 を置いていた。以前の韓国訪問 では、同

年 代の学生 と触れ 合 う時 間は全 くな く、同世代の彼 らが どん な生活 を送 っているのか興味

を持ってい たので、それ を知 る絶好の機会 となった。

 さて、研 修 に先 立ち、私は個人 的な 目標 または 目的 を決 めていた。大 き く分 け ると二点

だが、それ らは 「韓 国の文化 ・歴 史を体験 的に知 る、友人 をつ くる」 であ った。 日韓共催

の ワール ドカ ップ を前後 して、両国はお互い を見つ めなお し親近感 を持つ に至った と言わ

れ るが本 当にそ うだ ろ うか。 私 は、 この ことに半信 半疑 であった。確 かに 日本で は、韓国

に関す る情報 が満 ち溢れ てい るが一面 的な情報 に偏 ってい る と思 う。では、韓 国では ど う

で あろ うか。 この疑 間 を解決す るのは、糸 口として 自らの身体 をもって体験す るほかない

と考え るに至 ったので あ る。 これ は、ひいて は良き友 人 をつ くるこ とに結 びつ くのではな

いだろ うか。

 一度、訪 れた こ とが あ る韓国 の土 を踏む とどこか懐か しい よ うなそ んな感覚 を覚 えた。

それ と同時 に これか ら始 ま る1週 間 とい う期間が どん な ものになるのだ ろ うか、とい う期

待感 と不安感 が身に迫 ってきた。 しか し、そ んな不 安はす ぐに解消 され たのは言 うまで も

ないだ ろ う。滞在期 間 中の絶 え ることのない温かい歓 迎 と気 遣いには、胸 を打たれ 「お返

しにで きる ことはなん だろ うか」 と考 えると全体 目標 であった 『心を開いて、礼 を尽 く し

て交流す る』 が浮かん できた。1週 間 の間、 このこ とに気 をつ けて交流す ることに努力 し

たが、 も し不 足部分が あった な ら私 の努力不 足だった とい うこ とか も しれ ない。

 驚いた こ とは、学生 の 日本語 の上手 さである。そ して、自分の伝 えた い ことを 日本語で

伝 えよ うとす るひたむ き さには感銘 を受 けた。私は大学 に入 ってか ら、韓 国語 を第二外 国

語 と して勉強 してお り、また留学生 との交換 目記 を通 して書 くことは何 とかでき るものの

話 す ことにな ると全 くできない。学ぶ 言語 は違 えども、同 じ学ぶ もの として どこに動機 付

けがあ るのか大変気 にな るところである。 どうや らそれは経済 とい う実用 的な面だ けでな

い よ うで ある。 日本語 を学 んでい る学生 も、 日本に 関心 を抱 いてい る学生 も多 く、並々 な

らぬ関心 を持 ってい る ことが窺 えた。学生 と話 して い ると、 日本の現代文化 の一側面を 当

の 日本人 よ り深 く詳 しく知 って いる と思わせ る ことが しば しばあったが、それ は近年 、大

量に 日本 の情報 が入 ってきてい るこ との証明 であ り、一面的(漫 画やテ レビアニ メ、ビデオ

アニメ)で あ るが 日本 文化が根付 いてい ることの証明 であるよ うにも感 じた。こ うした こと

を きっか け と して、もっ と目本 につい て知 りたい とい う欲求が噴出 し日本 文化 を学ぶ者の

意識の底流 に根 幹が ある よ うだ。翻って、 日本 の韓 国ブー ム とい うの は食 やエステが中心

的でまだ まだ知 らない こと、入 って きていない こ とはた くさん存在す る。いかに韓国を知

らないか 、韓 国ブー ムが今 日的 な ものかである。

 ところで、今回の研修 で特 に参加 した二年生に限 って言 うとメイ ンは 「FT(フ リー トー

キング)」で あ った。私は この体験 を通 して、侮 か を 日本語 で伝 えるこ との難 しさを改 めて
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感 じた。カ トリック大 学の会話 の授 業 を1時 間割 いて 、信州 大学 の学 生が会話 の相 手役 と

して授業 に参加す る とい う形態 をとったのだ が、グルー プを 日本 人学生が回 って各 自が用

意 した題材 で会話 を進 め てい くもので あった。誰 かに何か を伝 える とい う行 為は、私 たち

は普段の生 活の 中で行 ってお り、しか も多 くは注意 を払 わず に行 ってい る と思 う。しか し、

外 国語 を学び始 めた人に対 しては、言葉 を簡潔明瞭 な ものにする努 力や配慮 が必要であ る。

また会話 す る相 手に よっ ては、話 す速度に気 をつ けな けれ ばな らない。こ ういったこ とは、

今 まで私 は経験 した ことがなか った よ うに思 うし、またそ の よ うな場 を持つ こ ともなかっ

た。実習 に参加 してみ て、 自分 は分か りやす く伝 える ことができただ ろ うか と自問 自答 し

た が答 えを出す こ とは出来 なか った。グルー プによって反 応 は異 な り、関心 を引いたか ど

うか さえ疑わ しい時 もあ ったか らだ。 しか し、参加 していた数人の学生 が 「分 か りや すか

った」 と感想 を伝 えて くれた時 は素直に うれ しかった。 「どの よ うに」伝 えるかに重点 を

置 き、事前 に内容の準備 と整 理 、そ して構 成 を行 うの が大変 だったがそれが実 った証 であ

る、とい うのはい ささか肯定的過 ぎる見解 であろ う。 この点に関 しては先輩方 に何度 とな

く伺 い助 言 を得 ることに なったが、丁寧なア ドバイ スを与えて くだ さった ことに感 謝 して

い る。

 1週 間 とい う期 聞は、普段 の生活の 中で は ともす る と何 とはな しに過 ご して しま うこと

に もな りかね ないが韓 国 に滞在 した期間 は、私 に とって充実 した もので あった。

 出発前 、 目標 に設定 した事項 は大部分が達成 された と思 うが、た だ心残 りなのは 、カ ト

リック大学 の学生 と韓国語 で会 話す るこ とが出来なか った こ とであ る。これ は今後の私の

課題 であ る。次 回、訪 れ るまで には少 しで も会話が 出来 るよ うになってい たい ものであ る。

終 わ りにな るが この研 修 は、 けっ して一過性 の もので完結す るので はな く、『始 ま りの終

わ り』 にな る よ うに積極 的に出会 った学生 との関係 性 を築 いてい きたい と思 う。 「さよ う

な ら」は別れ の挨拶で ある と同時 に 「こんにちは」 の挨拶で もあ るの だか ら。
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